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計画書(案) 

 

阪神間都市計画地区計画の決定（西宮市決定） 

都市計画関西学院周辺地区地区計画を次のように決定する。 

 

名称 関西学院周辺地区 地区計画 

位置 
西宮市上甲東園２丁目、上甲東園３丁目、上甲東園５丁目、上ケ原一番町、 

上ケ原二番町、上ケ原三番町、上ケ原山手町、仁川百合野町の各一部 

区域 計画図表示のとおり 

面積 約 51.4ha 

地区計画の目標 

本地区は、甲山山麓の上ケ原台地に位置し、地域のシンボルである関西学院西宮

上ケ原キャンパスや学園花通り周辺の緑豊かな住宅などが相まって、文教住宅都市

西宮を代表する景観や住環境を形成している。 

本地区計画は、こうした関西学院周辺の潤いのある落ち着いたまちなみや住環境の

保全・向上を図ることを目標とする。 

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び 

保
全
に
関
す
る
方
針 

土地利用の方針 
キャンパス景観と調和した緑豊かな中低層の住宅地を保全、育成するよう土地

利用を誘導する。 

地区施設の 

整備の方針 

【学院地区】 

関西学院内は市民にも開放されており、キャンパス景観や環境の形成上重

要な緑地を地区施設として指定し、その機能が損なわれないよう維持を図

る。 

【学院地区以外】 

道路や緑地等の地区施設は、その機能やまちなみが損なわれないよう維

持、増進を図る。 

建築物等の 

整備の方針 

景観地区における建築物及び工作物の形態意匠等の制限とともに、現在のゆとりと

風格のあるまちなみや住環境を保全・向上させていくために、本地区計画では「建

築物等の用途の制限」、「建築物の建蔽率の最高限度」を定める。 
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地
区
整
備
計
画 

地区整備計画を定

める区域 
計画図表示のとおり 

地区整備計画の

区域面積 
約 51.4ha 

地区施設の 

配置及び規模 
緑地：約 0.8ha 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

建築物等の

用途の制限 

学院地区、中
低層住宅地区 

浄水場地区 A 浄水場地区 B 

 

建築してはならない建築物は、次に掲

げる建築物以外のものとする。 

１． 戸建専用住宅 

２． 共同住宅で 1 戸当たりの住居専

用面積が 40 ㎡以上のもの 

３． 戸建住宅で、延べ面積の 2 分の

1 以上を居住の用に供し、かつ、

事務所、店舗その他これらに類

する用途を兼ねるもの(これらの用

途に供する部分の床面積の合計

が 50 ㎡を超えるものを除く) 

４． 学校施設（大学含む。床面積 500

㎡以下） 

５． 水道法第３条第２項に規定する水

道事業及び同法第３条第４項に規

定する水道用水供給事業の用に

供する施設 

６． 工業用水道事業法第２条第４項に

規定する工業用水道事業の用に

供する施設 

７． 社会教育的な活動又は、自治活

動の目的の用に供するための集

会所その他これに類する施設 

８． 前各号の建築物に附属するもの 

 

建築してはならない

建築物は、次に掲げ

る建築物以外のもの

とする。 

１． 水道法第３条第２

項に規定する水

道事業及び同法

第３条第４項に規

定する水道用水

供給事業の用に

供する施設 

２． 工業用水道事業

法第２条第４項に

規定する工業用

水道事業の用に

供する施設 

３． 前各号の建築物

に附属するもの 

 

建築物の 

建蔽率の 

最高限度 

１０分の４ 同左 同左 

土地利用の制限 

計画図に示す保全区域 a は、緑豊かで安全かつ快適な住環境を守るため、
樹林や草地を維持、保全し、かつ、建築物の建築及び工作物の築造をしては
ならない。 
ただし、法面等の保護及び維持管理上、やむを得ないと認められる場合にあ
っては、必要最小限の工作物の築造及び伐採をすることができる。 
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地区計画 決定理由書（案） 

 
本地区は、関西学院西宮上ケ原キャンパスの建築群や学園花通りから正門、中央広

場、時計台、甲山を見通す眺望など、西宮市を代表する景観を有しており、周辺の緑

豊かでゆとりがある閑静な住宅地が一体となった文教住宅都市西宮のイメージを体現

するまちであることから、市はこれまで、風致地区や文教地区、低層住居専用地域等

に指定するなど、まちなみや住環境の保全・形成を図ってきた。 

本地区は、この美しい景観を保全・育成するために建築物や工作物の形態意匠等を

制限する景観地区として指定することとしているが、まちなみ及び住環境を将来に渡

って保全・形成していくために、景観地区の制限事項に加えて、建物用途、建蔽率、

地区施設(緑地)及び土地利用の制限を定めた地区計画を本案のとおり決定する。 
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４．条例による縦覧結果 

 

・ 縦覧期間：平成３１年４月１２日（金）～平成３１年４月２６日（金） 

・ 縦覧場所：都市計画課窓口、市ホームページ 

・ 広報方法：平成３１年４月１０日号市政ニュース、市ホームページ 

・ 縦覧者数：窓口３名、ホームページアクセス数４３３件 

・ 提出された意見の総数：０件 
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５．スケジュール(案) 

 

 

 

平
成
３
０
年
度 

景観地区決定原案・風致地

区変更原案  

都計法第 16 条第 1 項によ

る意見募集（2 週間）  

３月２７日(水) 

４月１２日（金） 

   ～４月２６日（金） 

５月２９日 (水 ) 

６月頃 

７月頃 

８月頃 

景観地区(原案)及び地区計画(原案)の作成 

市都市計画審議会(報告) 

市都市計画審議会(付議) 

景観地区(案)・風致地区(案)及び 

地区計画(案)の法定縦覧(２週間) 

市都市計画審議会（付議） 

都市計画決定告示 ４月頃 

平
成
３
１
年
度
・
令
和
元
年
度 意見書の提出が  

なかった場合  
意見書の提出があった場合  

令
和
２
年
度 

市都市景観・屋外広告物 

審議会（諮問） 

市都市景観・屋外広告物審議会（諮問） ５月２２日 (水 ) 

地区計画決定原案  

都計法第 16 条第 2 項によ

る条例縦覧（2 週間）  


